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題名も， また内容も極めてユニークな細胞分裂に関する本が刊行された。 これ
は，ハイデノレベルグのドイツ癌センター研究所で， 1977年 4月25日から29日迄の 
5日間 MitosisFacts ancl Questionsという題で催された workshopの記録で
ある。序文に編者が書いているように，そもそもこの workshopは， 1975年に同
研究所に集った少数の研究者の極く内輪の話から出発している。今迄知られてい
る細胞分裂の諸現象のうち， どれが確実なものでありまた， どれが不確実なもの
であるかを討論しているうちに， 一見確実なものの中に意外に多くの不確実な事
実が指摘された。 こういった討論をもっと多くの専門家により徹底的に行う目的
で聞かれたのがこの workshopである。 workshopには，地元のドイツの研究者
のみならず，欧米更に日本を含む世界の一流の研究者が参加し， 9つの topicsに
つき討論を行っている。約 60名たらずの参加者のためか雰囲気もきわめて生き生
きとしている。 9つの topicsは， 1. The timing of cell cycle events. 2. Sur-
face signals ancl cellular regulation of growth. 3. Ultrastructure of mito・ 
tic cells. 4. Microtuble-organizing centeres of the mitotic spindle. 5. Non-
tublin molecules in the spindle. 6. Mitosis in clifferentiation，morphogene-
sis，ancl cancer. 7. Chromosome movement: facts ancl hypotheses. 8. Mi-
tosis in vitro. 9. Future Research on mitosisであり，各々 1名の introcluc-
tory lectureと各 sesslOn毎の討論が加えられている。
この workshop全体を通じて最も多くの関心を集めているが microtubleを巡
る問題である。 DNA合成の initiationにもまた染色体の運動にも microtuble
または tublin，actinなどが関係するためか， 7つの sesslOnで、あつかわれてい
る。 invivoでの tublin，actinの生理的行動のみならず， in vitroでの tublin-
centriol復合体の形成など， 形態学から分子生物学に至る幅広い topicsについ
ての紹介とその批判が熱心な討論として記録されている。
この workshopの最後に Maziaが全体を綜括して FutureResearch on Mi-
tosisとして問題提起を行っている。彼も認めているように，細胞分裂の研究分野
は，決して広いものではなく，興味をもっている研究者の数も多くはないが，生命
現象の最も基本的な部分を占めしかも， 人間の疾病にも深いかかわり合いをもっ
ている現象である。 この分野での地道な研究の積重ねが近い将来の生命科学の飛
躍的発展に密接につながっていることがこの workshopの記録を通してよく理解
できる。
最後に， この記録は迅速な出版と経費の節減のためか， エリート体，ダブルス
ペースのタイプをそのままオフセット印刷にしているため， 行間が狭く非常に読
みにくい。強いて難を探すとこの点である。(寺尾清)
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